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テラヘルツ・中赤外パルスで誘起される強相関系の非線形光学応答， 

非平衡励起状態と相転移 

 

講師： 岡本 博 氏 （東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

日時： 2021年 6月 4日（金） 午後 4時 50分 

場所： オンライン（Zoom）開催 駒場物性セミナーの HPから参加登録をお願いします 

 
可視光を照射したとき固体の電子相が一変する現象“光誘起相転移”は，フェムト秒レーザーを使った

ポンプ－プローブ分光により盛んに研究されてきた．その対象として注目されてきた物質群に強相関系
がある．強相関系では，光照射によって生じた電子励起や光キャリアが強い電子間相互作用を通して周
囲の電子系を変化させることにより，高速かつ高効率の光誘起相転移が起こる． 

光誘起相転移に関連する近年のトピックの一つは，中心周波数約 1 THz（光子エネルギー約 4 meV），
時間幅約 1 ps のほぼ単一サイクルの電磁場＝“テラヘルツパルス”を使う研究である．電場振幅が 100 

kV/cm を遥かに超える高強度のテラヘルツパルスの発生が可能となり，それを使って固体の電子状態を
制御しようという試みが盛んに行われている[1,2]．ごく最近には，ポンプ光に光子エネルギーが 100 meV

程度の中赤外パルスを使った電子状態制御の研究も行われるようになってきた．中赤外パルスは，通常、
数サイクルの電磁場パルスとして得られる．この中赤外パルスでは，10 MV/cm以上の高い電場を物質に
与えることができる他，中赤外域の格子振動を共鳴励起できることや，マルチサイクルパルスによって
生じるフロッケ状態等の新しい励起状態の観測も期待できる． 

本セミナーでは、強相関系（3d 遷移金属化合物や有機分子性物質）において我々がこれまでに行って
きたテラヘルツパルスあるいは中赤外パルスによる非線形光学応答や非平衡励起状態の研究、また、そ
れらのパルスによる相転移を目指した研究について、以下の話題を中心に紹介する。 

〇 テラヘルツパルスによるモット絶縁体の超高速非線形光学応答と金属化 [3-5] 

〇 テラヘルツパルスによる電子型誘電体の超高速分極制御と相転移 [6-9] 

〇 中赤外パルスを用いた分子内振動励起によるイオン性－中性転移 [10] 

〇 中赤外パルスで生成するフォノンドレスト状態の観測 [11] 
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○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！  
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